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熊本 和夫
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金沢 力
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識
し
て
い
る
。

　

現
在
、
工
事
の
実
施
に
あ

わ
せ
た
周
辺
道
路
の
計
画
的

な
整
備
や
自
動
車
の
通
行
へ

の
影
響
を
抑
制
す
る
た
め
の

最
適
な
工
事
区
間
の
設
定
、

可
能
な
限
り
現
行
の
車
線
数

を
確
保
す
る
た
め
の
工
事
手

順
、
交
通
量
の
ピ
ー
ク
を
避

け
た
工
事
時
間
帯
の
設
定
な

ど
様
々
な
工
夫
を
行
い
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
が
最
小
限

と
な
る
よ
う
交
通
の
円
滑
化

策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
関
係
者
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
交
通
の
円

滑
化
に
対
す
る
検
討
を
進
め
、

市
民
に
広
く

周
知
し
、
不

便
を
か
け
な

い
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

ここがききたい!　一般質問
　
　

L
R
T
着
工
後
は
、
道

路
拡
幅
や
軌
道
の
敷
設
な
ど

の
工
事
を
同
時
並
行
で
進
め

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

工
事
の
た
め
の
交
通
規
制
に

よ
り
、
近
隣
住
民
を
は
じ
め

と
し
た
道
路
利
用
者
へ
の
影

響
は
少
な
く
な
い
と
思
わ

れ
、
朝
夕
の
交
通
量
の
多
い

時
間
帯
に
車
線
を
規
制
す
れ

ば
、
渋
滞
の
発
生
は
避
け
ら

れ
な
い
と
危
惧
し
て
い
る
。

　

工
事
中
の
、
自
動
車
の
通

行
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る

こ
と
は
、
整
備
を
円
滑
に
進

め
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
渋
滞
対
策
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

L
R
T
工
事
期
間
中

渋
滞
対
策
は

問
　
　

L
R
T
導
入
に
伴
う
工

事
の
実
施
に
あ
た
り
、
円
滑

な
交
通
環
境
を
確
保
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
中
期
財
政
計
画（
計
画
策
定
の
考

え
方
な
ど
）②
立
地
適
正
化
計
画
と

市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用（
市

民
や
民
間
事
業
者
の
理
解
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
）③
宇
都
宮
駅

東
口
地
区
整
備
事
業
の
整
備
方
針

④
こ
ど
も
医
療
費
の
明
示
⑤
北
部

地
域
の
振
興（
北
西
部
体
育
施
設
の

整
備
な
ど
）

　
　

人
口
減
少
や
東
京
圏
へ

の
転
出
超
過
へ
の
対
策
が
求

め
ら
れ
る
な
か
、
市
で
は
、

企
業
の
新
規
立
地
や
本
社
機

能
移
転
を
促
進
し
て
い
る
。

２９
年
度
に
は
、
宇
都
宮
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
地
区
の

企
業
立
地
促
進
事
業
用
地
が

売
却
さ
れ
、
新
た
な
企
業
が

立
地
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
も
積
極
的
な
企
業
誘
致

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
産
業
用
地
と
し
て

未
利
用
の
宇
都
宮
工
業
団
地

企
業
立
地
促
進
事
業
用
地

約
８.７
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
利
用
を
促

進
し
て
い
く
の
か
、
処
分
の

考
え
方
や
進
め
方
を
聞
く
。

宇
都
宮
工
業
団
地
の

未
利
用
産
業
用
地

処
分
の
進
め
方
は

問

▲フランスのＬＲＴ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
工
場
跡
地
）
に
つ

い
て
は
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
を
踏
ま
え
、
早
期
の
売

却
処
分
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。
処
分
に
あ
た
っ
て

は
、
雇
用
創
出
力
や
関
連
企

業
へ
の
経
済
的
波
及
効
果
の

高
い
製
造
業
を
は
じ
め
、
物

流
関
連
産
業
な
ど
、
産
業
拠

点
に
ふ
さ
わ
し
い
業
種
に
よ

る
土
地
利
用
を
条
件
と
し
、

ま
た
、
敷
地
全
体
は
一
括
で

売
却
し
て
い
く
。
企
業
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
複
数
の
事
業

者
に
よ
る
共
同
購
入
や
購
入

者
に
よ
る
分
割
分
譲
も
可
能

と
し
て
い
く
。
２９
年
度
中
の

当
該
用
地
の
売
却
完
了
に
向

け
て
、
１１
月
頃
に
入
札
参
加

希
望
者
の
公

募
を
開
始
し
、

３０
年
１
月
に

入
札
を
実
施

し
て
い
く
。

　
　

宇
都
宮
工
業
団
地
企

業
立
地
促
進
事
業
用
地
（
パ

答

　
　

市
で
は
、
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
の
所

有
者
に
対
し
、
条
例
に
基
づ

き
指
導
や
勧
告
を
行
っ
て
い

る
。
29
年
4
月
に
は
、
空
き

家
等
対
策
計
画
が
策
定
さ

れ
、
空
き
家
対
策
が
一
層
進

む
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

①
28
年
度
の
指
導
実
績
と

29
年
度
創
設
さ
れ
た
補
助
金

の
申
請
状
況
は
。

　

②
全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク

の
開
始
に
伴
い
、
市
で
も
空

き
家
バ
ン
ク
が
必
要
で
は
。

空
き
家
バ
ン
ク
の

開
設
で
さ
ら
な
る

空
き
家
対
策
を

問

家
と
判
定
し
た
16
件
に
交
付

し
た
。
空
き
家
再
生
支
援
事

業
補
助
金
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ

ろ
ば
整
備
費
補
助
金
は
、
現

段
階
で
申
請
は
な
い
。

　

②
市
内
の
不
動
産
事
業
者

が
空
き
家
の
所
有
者
と
居
住

希
望
者
な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
版

の
空
き
家
バ
ン
ク
は
、
多
く

の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
と
と

も
に
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
の
掘

り
起
こ
し
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
不
動
産
関
係
団
体

が
所
属
す
る
官
民
連
携
組
織

で
あ
る
宇
都
宮
空
き
家
会
議

の
意
見
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
全
国
版

と
連
動
し
た
市
の

空
き
家
バ
ン
ク
の

構
築
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　

①
28
年
度
は
、
所
有
者

が
特
定
で
き
た
240
件
に
指
導

な
ど
を
行
い
、
そ
の
う
ち
、

85
件
に
改
善
が
図
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
老
朽
危
険
空
き
家

除
却
費
補
助
金
は
23
件
の
申

請
が
あ
り
、
老
朽
危
険
空
き

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り（
地
域
に

お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促
進
、高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
安
全
対
策
な

ど
）②
防
災
・
減
災
対
策（
越
戸
川
の
整

備
、雨
水
の
利
用
促
進
な
ど
）③
保
健

福
祉
行
政（
年
金
受
給
資
格
の
期
間
短

縮
な
ど
）④
教
育
行
政（
部
活
動
に
お

け
る
人
材
活
用
制
度
の
充
実
な
ど
）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
地
区
の

新
設
小
学
校
②
板
戸
最
終
処
分
場

の
利
活
用
③
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
④
本

市
に
お
け
る
土
地
の
未
相
続
な
ど
の

所
有
者
不
明
地
⑤
農
業
委
員
会

▲宇都宮工業団地


